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情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

◆
投
票
で
き
る
人

　

満
20
歳
以
上
（
平
成
７
年
４
月
13

日
以
前
の
生
ま
れ
）
の
人
で
、
平
成

27
年
１
月
２
日
以
前
か
ら
引
き
続
き

東
近
江
市
に
住
所
が
あ
り
、
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
。

　

な
お
、
投
票
日
前
日
（
４
月
11
日
）

ま
で
に
県
外
へ
転
出
さ
れ
た
場
合
は

投
票
で
き
ま
せ
ん
。
県
内
へ
転
出
さ

れ
た
場
合
は
、
引
き
続
き
県
内
に
住

所
を
有
し
て
い
る
証
明
（
引
き
続
き

証
明
書
）
が
あ
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

◆
投
票
所
お
よ
び
入
場
整
理
券

　

各
家
庭
に
郵
送
の
「
投
票
所
入
場

整
理
券
」
に
記
載
さ
れ
た
場
所
で
投

票
し
て
く
だ
さ
い
。入
場
整
理
券
は
、

ひ
と
つ
の
封
筒
に
家
族
分
を
同
封
し

て
い
ま
す
。
有
権
者
が
７
人
以
上
の

世
帯
は
、
２
通
に
分
け
て
い
ま
す
。

必
ず
開
封
し
て
中
身
を
確
認
し
て
い

た
だ
き
、
投
票
所
に
は
ご
自
身
の
入

場
整
理
券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

＊
入
場
整
理
券
が
届
い
て
い
な
い
場

合
や
紛
失
さ
れ
た
場
合
で
も
投
票
で

き
ま
す
。

◆
投
票
時
間

　

午
前
７
時
～
午
後
８
時

※
た
だ
し
、
杠
葉
尾
町
自
治
会
館

（
第
39
投
票
所
）、
鈴
鹿
の
里
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
第
40
投
票
所
）、

箕
川
町
集
会
所
（
第
41
投
票
所
）
お

よ
び
君
ヶ
畑
町
集
会
所
（
第
42
投
票

所
）は
午
後
７
時
ま
で
で
す
。
な
お
、

開
票
は
投
票
日
当
日
の
午
後
９
時
15

分
か
ら
市
立
湖
東
中
学
校
体
育
館
で

行
い
ま
す
。

◆
投
票
の
方
法

　

候
補
者
名
を
投
票
用
紙
に
記
入

し
、
投
票
し
ま
す
。

◆
期
日
前
投
票

　

投
票
日
に
仕
事
や
旅
行
な
ど
で
投

票
が
で
き
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票

が
で
き
ま
す
。
左
記
の
い
ず
れ
の
期

日
前
投
票
所
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

４
月
４
日
㈯
～
11
日
㈯

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

市
役
所
東
庁
舎
、
永
源
寺
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
五
個
荘
支
所
、

愛
東
支
所
、
湖
東
支
所
、
や
わ
ら
ぎ

ホ
ー
ル
、
蒲
生
支
所

◆
不
在
者
投
票

◎
入
院
中
や
遠
隔
地
に
滞
在
し
て
い

る
場
合
の
不
在
者
投
票　

　

選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
す
る
医

療
機
関
や
施
設
な
ど
に
入
院
ま
た
は

入
所
中
の
人
は
、
施
設
の
長
（
院
長

な
ど
）
に
申
し
出
る
と
、
そ
の
施
設

で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

出
張
な
ど
で
遠
隔
地
に
滞
在
し
て

い
る
場
合
も
、
本
市
の
選
挙
管
理
委

員
会
に
投
票
用
紙
を
請
求
し
て
い
た

だ
く
と
、
滞
在
地
の
選
挙
管
理
委
員

会
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

投
票
用
紙
の
請
求
は
、
お
早
め
に

お
願
い
し
ま
す
。

◎
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
身

体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手

帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
障
害
の
程
度

が
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
人
も
し

く
は
介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に

「
要
介
護
５
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る

人
は
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。

　

事
前
に
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
、
市
選
挙
管
理
委
員

会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

選
挙
管
理
委
員
会

☎
０
７
４
８

－
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フォトニュース

レ
ビ
ィ
さ
ん
（
８
歳
）

近江商人屋敷の取材でお会いしました

　

木
地
師
の
祖
神

と
し
て
多
く
の
伝

説
が
残
る
惟
喬
親

王
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
が

永
源
寺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
約
１
５
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

小
椋
谷
と
呼
ば
れ
る
蛭
谷

町
、
君
ヶ
畑
町
周
辺
は
、
ろ
く

ろ
を
回
し
て
木
を
削
り
、
お

盆
や
お
椀
な
ど
の
円
形
の
木

地
製
品
を
作
り
出
す
「
木
地

師
」
の
発
祥
の
地
と
い
わ
れ
、

そ
の
技
術
は
文も

ん
と
く徳

天

皇
（
第
55
代
天
皇
）

の
第
一
皇
子
で
あ
っ

た
惟
喬
親
王
が
こ
の

地
で
発
明
し
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

講
演
会
で
は
、
鹿

児
島
県
出
身
で
自
ら

の
ル
ー
ツ
も
木
地
師
で
あ
る
と

い
う
木
地
山
真
実
さ
ん（
27
歳
）

が
、
惟
喬
親
王
の
生
い
立
ち
や

悲
劇
、
木
地
師
の
祖
と
な
る
ま

で
を
語
り
芝
居
で
臨
場
感
豊
か

に
演
じ
ま
し
た
。
ま
た
八
日
市

郷
土
文
化
研
究
会
の
中
島
伸
男

会
長（
80
歳
）は
、「
県
内
外
各

地
の
親
王
伝
説
の
ほ
と
ん
ど
が

小
椋
谷
と
つ
な
が
っ
て
お
り
、

こ
の
地
で
の
親
王
伝
説
の
発
信

力
が
強
力
で
あ
る
こ
と
が
伺
え

ま
す
」な
ど
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
の
伝
統
的

な
衣
裳
「
十
二
単
」

の
着
付
け
を
見
学

で
き
る
催
し
が
、
書
道
の
博
物

館
「
観
峰
館
」（
五
個
荘
竜
田

町
）
で
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
間
近
で
は
め
っ
た
に
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
機
会

と
あ
っ
て
、
約
70
人
が
訪
れ
ま

し
た
。

　

午
前
の
部
で
は
、
11
人
の
応

募
者
か
ら
選
ば
れ
た
小
田
苅

町
の
看
護
師
、
稲
岡
梓
さ
ん

（
27
歳
）
が
、
白
塗
り
の
お
化

粧
と
か
つ
ら

を
施
し
、
小

袖
と
長
袴
を

着
用
し
た
姿

で
登
場
。
京

都
き
も
の
学

院
京
都
本
校

の
峰
村
有
紀

学
院
長
が
解
説
を
し
な
が
ら
、

同
校
の
教
授
２
人
が
慣
れ
た
手

つ
き
で
１
枚
ず
つ
着
せ
て
い
き

ま
し
た
。紅
色
の
単
に
始
ま
り
、

そ
の
上
に
桃
、
紫
、
青
、
白
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
色
の
衣
が
手
際

よ
く
着
せ
ら
れ
て
い
き
、
25
分

ほ
ど
で
雅
な
十
二
単
姿
が
完
成

す
る
と
、
来
場
し
た
人
た
ち
は

盛
ん
に
カ
メ
ラ
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ

て
い
ま
し
た
。

　

栗
見
出
在
家
町

自
治
会
が
主
体
と

な
り
活
動
す
る「
栗

見
出
在
家
町
魚
の
ゆ
り
か
ご
水

田
協
議
会
」
が
、今
年
度
の
「
し

が
生
物
多
様
性
大
賞
」
を
受
賞

さ
れ
、
小
椋
正
清
市
長
へ
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
生
物
多
様
性
に

関
す
る
優
れ
た
活
動
を
表
彰
し

よ
う
と
、
県
と
滋
賀
経
済
同
友

会
が
平
成
25
年
度
に
設
立
し
た

制
度
で
す
。

　

同
協
議
会
は
、
琵
琶
湖
と
つ

な
が
る
農
業
排
水
路
へ
魚
道
を

設
け
た
り
、
農
薬
を
控
え
る
こ

と
で
、
水
田
へ
の
在
来
魚
の
遡

上
を
促
す
活
動
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
を
対

象
に
水
田
や
魚
道
で
実
施
す
る

生
き
物
観
察
会
な
ど
が
、
生
物

多
様
性
や
次
世
代
の
育
成
な
ど

に
寄
与
し
て
い
る
と
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

木
地
師
の
祖
神
、惟こ

れ
た
か
し
ん
の
う

喬
親
王
を
し
の
ぶ

雅
な
十じ

ゅ
う

二に

単ひ
と
え

に
身
を
包
む

栗
見
出
在
家
町
が「
し
が
生
物
多
様
性
大
賞
」を
受
賞

　東近江市では、毎月第３日曜日を「家族ふれあいサン
デー」と定め、18歳以下の子どもを含む家族は「ふれあ
いカード」を持参すると使用料割引などの優待が受けら

れますので、下のカードを切り取ってご利用ください。
　なお「ふれあいカード」は、４月中旬に市内の保育園・
幼稚園・小学校・中学校を通じて配布するほか、市役
所本庁舎・東庁舎・各支所・コミュニティセンター・保
健センター・図書館・対象施設に設置しています。

生涯学習課　☎ 0748-24-5672　 050-5801-5672

毎月第❸日曜日は
家族ふれあいサンデー

＊
利
用
で
き
る
施
設
は
ふ
れ
あ
い

カ
ー
ド
裏
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲

切
り
取
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

38

2
28

34

あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う

４
月
12
日
日
は

滋
賀
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
日
で
す

■記号の説明・・・ ＝日時　 ＝場所　 ＝問い合わせ　 ＝ IP電話
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報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

①
住
宅
用
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
シ
ス
テ
ム
設
置
奨
励
金

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
を
図
る
た
め
、

エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
や
エ
コ
ウ
ィ
ル
な
ど
の

コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
設

置
さ
れ
る
場
合
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

◎
奨
励
金
額

　

自
立
運
転
型　

１
台
あ
た
り
10
万
円

　

そ
れ
以
外　
　

１
台
あ
た
り
５
万
円

＊
自
宅
に
家
庭
用
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン
シ
ス
テ
ム
（
エ
ネ
フ
ァ
ー
ム
ま
た
は
エ

コ
ウ
ィ
ル
）
を
設
置
し
た
こ
と
な
ど
、
交

付
を
受
け
る
に
は
い
く
つ
か
の
要
件
が
あ

り
ま
す
。

②
住
宅
用
太
陽
光

　
発
電
シ
ス
テ
ム

　
設
置
奨
励
金

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
進
め

る
た
め
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
設
置
さ
れ
る
場
合
に
奨
励
金
を
交
付
し

ま
す
。

◎
奨
励
金
額  

１
ｋ
ｗ
あ
た
り
１
万
５
千
円

　
（
上
限
７
万
５
千
円
）

＊
自
宅
に
10
ｋ
ｗ
未
満
の
シ
ス
テ
ム
を
設

置
し
た
こ
と
、
シ
ス
テ
ム
の
契
約
も
し
く

は
施
工
が
市
内
業
者
で
あ
る
こ
と
な
ど
、

交
付
を
受
け
る
に
は
い
く
つ
か
の
要
件
が

あ
り
ま
す
。

①
②
共
通

　

奨
励
金
は
、い
ず
れ
も
地
域
商
品
券（
三

方
よ
し
商
品
券
）
で
支
給
し
ま
す
。

　

ま
た
、
電
力
会
社
と
の
系
統
連
系
開
始

が
平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
の
も
の
に
限

り
ま
す
。
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
る
要
件

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
要
綱
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
２
月
15
日
㈪
ま
で
に
、
所

定
の
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
付
の
う
え

窓
口
に
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

生
活
環
境
課

☎
０
７
４
８

－

24

－

５
６
３
３

０
５
０

－

５
８
０
１

－

５
６
３
３

後期高齢者医療制度の被保険者のみなさんへ

◎
補
助
率　

助
成
対
象
工
事
費
の
10
％

　
（
上
限
30
万
円
・
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

※
た
だ
し
、
助
成
対
象
工
事
費
が
50
万
円

（
税
込
み
）
以
上
の
工
事
。

＊
地
域
商
品
券
（
三
方
よ
し
商
品
券
）
で

交
付
し
ま
す
。

◎
助
成
の
対
象
と
な
る
工
事

　

助
成
対
象
者
が
所
有
し
、
現
に
居
住
し

て
い
る
市
内
の
個
人
住
宅
の
改
修
工
事
お

よ
び
敷
地
内
の
外
構
工
事
を
、
市
内
に
本

社
登
記
が
あ
る
法
人
（
営
業
所
の
み
は
対

象
外
）
ま
た
は
市
内
に
住
民
票
が
あ
る
個

人
の
施
工
業
者
へ
発
注
し
、
か
つ
交
付
申

請
か
ら
30
日
以
内
に
着
工
す
る
工
事
。

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

・
市
内
に
住
民
票
が
あ
り
、
自
己
所
有
住

宅
に
居
住
す
る
人
。

・
市
税
お
よ
び
市
の
各
種
融
資
の
償
還
に

滞
納
が
な
い
人
。

◎
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

・
す
で
に
完
成
し
た
工
事
お
よ
び
着
工
済

み
の
工
事
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

・
予
算
額
（
本
年
度
は
２
９
５
０
万
円
）

に
達
し
た
時
点
で
、
本
年
度
の
受
付
を
終

了
し
ま
す
。

・
平
成
26
年
度
に
本
助
成
金
の
交
付
を
受

け
た
人
お
よ
び
住
宅
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

募
集
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

商
工
労
政
課
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４
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国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の

す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
年
金
制
度
で
す
。

　

会
社
な
ど
を
退
職
し
た
と
き
は
、
厚
生

年
金
や
共
済
年
金
（
第
２
号
被
保
険
者
）

の
適
用
か
ら
国
民
年
金
（
第
１
号
被
保
険

者
）
に
加
入
す
る
た
め
の
手
続
き
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
退
職
し
た
人
に
扶

養
さ
れ
て
い
た
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
配

偶
者
（
第
３
号
被
保
険
者
）
も
国
民
年
金

（
第
１
号
被
保
険
者
）
へ
の
変
更
手
続
き

が
必
要
で
す
。

　

該
当
す
る
人
は
、
退
職
証
明
書
や
雇
用

保
険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど
の
退
職
日
が

わ
か
る
書
類
と
、年
金
手
帳（
所
有
者
の
み
）

を
ご
持
参
の
う
え
、
保
険
年
金
課
ま
た
は

各
支
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
手
続
き
を
さ
れ
な
い
と
、
将
来
、

年
金
を
請
求
す
る
際
に
年
金
額
が
減
る
場

合
や
、
年
金
受
給
資
格
の
期
間
が
な
く
年

金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
が
決
定

　

本
年
４
月
分
か
ら
の
国
民
年
金
保
険
料

が
次
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
通
常

納
付
の
場
合
は
５
月
末
納
期
限
分
か
ら
、

前
納
利
用
の
場
合
は
４
月
末
の
口
座
振
替

分
か
ら
変
更
さ
れ
ま
す
。

◎
平
成
27
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

　

月
額　

１
万
５
５
９
０
円

  （
年
額　

18
万
７
０
８
０
円
）

※
前
年
度
の
月
額
は
１
万
５
２
５
０
円

保
険
年
金
課

☎
０
７
４
８

－

24

－

５
６
３
１

０
５
０

－

５
８
０
１

－

５
６
３
１

▲

切
り
取
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＊
家
族
ふ
れ
あ
い
サ
ン
デ
ー
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
前
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

始
め
ま
せ
ん
か
？
エ
コ
な
生
活

地
域
経
済
活
性
化
対
策   

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業

平成27年４月１日から

後期高齢者医療保険料（均等割額）の
軽減範囲が拡大されます

会
社
な
ど
を
退
職
し
た
と
き
は

国
民
年
金
の
手
続
き
を

◎平成27年度の保険料から適用されます。
◎均等割額９割軽減、８．５割軽減に該当する人は変更ありません。
◎お一人ごとの保険料の額は平成27年７月に郵送でお知らせします。

保険年金課　☎0748-24-5632　 050-5801-5632
滋賀県後期高齢者医療広域連合　☎077-522-3013

被保険者とその世帯の世帯主の総所得金額が次の計算式を超えない人

≪改正前（平成26年度保険料まで）≫

「基礎控除額（33万円）」＋
「24.5万円×世帯の被保険者数」

≪改正後（平成27年度保険料から）≫
「基礎控除額（33万円）」＋
「26万円×世帯の被保険者数」

≪改正前（平成26年度保険料まで）≫

「基礎控除額（33万円）」＋
「45万円×世帯の被保険者数」

≪改正後（平成27年度保険料から）≫
「基礎控除額（33万円）」＋
「47万円×世帯の被保険者数」

❶均等割額が５割軽減される人 ❷均等割額が２割軽減される人

病気にかかる前に

環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
に
奨
励
金

ご
自
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
交
付
し
ま
す

将
来
へ
の
橋
わ
た
し
　
国
民
年
金

◆平成27年度の成人用肺炎球菌ワクチン
次の年齢の人

・65歳：昭和25年４月２日～昭和26年４月１日生まれ
・70歳：昭和20年４月２日～昭和21年４月１日生まれ
・75歳：昭和15年４月２日～昭和16年４月１日生まれ
・80歳：昭和10年４月２日～昭和11年４月１日生まれ
・85歳：昭和５年４月２日～昭和６年４月１日生まれ
・90歳：大正14年４月２日～大正15年４月１日生まれ
・95歳：大正９年４月２日～大正10年４月１日生まれ
・100歳：大正４年４月２日～大正５年４月１日生まれ
平成28年３月31日㈭まで　 2,500円

＊対象者には予診票を送付しますが、今までに同ワク
チンの予防接種を受けた人は対象になりません。

◆麻しん風しん混合（MR）２期
平成21年４月２日～平成22年４月１日生まれの幼児
平成28年３月31日㈭まで

＊予診票は、「すくすく手帳」につづってあるものをご
使用ください。
◆２種混合（ジフテリア・破傷風）
満11歳～13歳の児童
13歳の誕生日の前日まで　

※できるだけ小学６年生の間に接種してください。
＊予診票は、小学６年生の対象者に送付しています。

　ガスで電気を発
電しながら、その
時に発生する熱を
給湯や暖房に利用
するシステムです。
　奨励金の対象と
なるのは、エネファームと
呼ばれる、ガスから水素を
取り出して発電するものと、
エコウィルと呼ばれる、ガ
スを燃やして発電するもの
です。

▲操作パネル

▲

システム本体
※写真は一例

「コージェネレーションシステム」とは

予防接種を受けましょう
　市内の医療機関で受けられる場合は、案内通知や健
康ガイドブック、市ホームページでご確認のうえ、予約
をしてください。市外の医療機関を希望される場合は、
事前に保健センターで申請をしてください。

健康推進課　☎0748-24-5646　 050-5801-5646

■記号の説明・・・ ＝日時　 ＝対象　 ＝費用　 ＝申し込み
　　　　　　　　　 ＝問い合わせ　 ＝ IP電話
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